
9 乾燥マンゴー皮給与による暑熱期の乳量減少抑制効果

暑熱期の搾乳牛に乾燥マンゴー皮を給与することで、酸化ストレスの軽減、飼料摂取
量の低下抑制が図られ、乳量の低下が抑えられることを確認しました。
乾燥マンゴー皮給与が搾乳牛の暑熱対策として利用できると考えられます。

【研究内容・成果】【研究の背景】

【技術の活用方法・期待される効果】

（担当室・連絡先）
畜産酪農研究センター 乳牛研究室・0287-36-0428

・乳用牛は高温に弱く、体温上昇に伴う
酸化ストレスの亢進によって生産性が
大きく低下します。

・そこで、未利用資源であり、抗酸化物
質を含む乾燥マンゴー皮を搾乳牛に給
与する試験を行いました。

・搾乳牛に、通常の飼料に加えて、乾燥
マンゴー皮（500g/日）を給与します。

・暑熱期の乳量低下抑制による生産性や
収益性の改善が期待されます。

研究課題名：気候変動に対応した乳用牛の暑熱対策技術の開発

乾燥マンゴー皮

週ごとの合計乳量の推移
乳量減少率が
広がる傾向

・通常飼料に加えて乾燥マンゴー皮を給与
することで、乳量減少を抑えられました。
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